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腎盂 腎 炎 偶 感
国立東京第二病院 岩 田 正 三
気軽るな堅苦しくない文章を巻頭にというのが本誌か らの御話しであるが,医学雑誌とい
うことを考えると医学 と無関係なことの随想では変ではないかと考 えられるし,さ りとて医
学のこととなれば どうしても堅苦しくない様にとの主旨に反する結果 とも成 り兼ないので如








いわれ,は つきりしない疾患であるが,私 のいう割 り釘れない不合理なこととはこの疾患自
体のことではな く,これ と腎孟炎との関係についてである.腎孟腎炎が問題視 され種々研究
上に浮んで来たのは比較的最近であ り,内科系の方面よりいわれて来ている様で,診断 しに






症(こ の場合細菌性のみに限定 さして戴 く)であり,腎孟炎 と腎孟腎炎 とは同一のものであ











化が始つたとしても次第に腎実質に波及 して行 くのも考えられ るので,こ の急性,慢 性は考
え られることである.しかし現今一番問題視 されている慢性腎孟腎炎は急性のものか ら進ん
で慢性となるのであろうか.急 性の腎孟腎炎では症状も可成 り明か と思われ適当な治療で十











が来た時に腎孟炎 とつけるべ ぎか急性腎孟腎炎 とつけるべきか少なか らずまよう こ とが 多
い.し かし既に教育を受け られ,余 りこう云 う問題に興味のない方達は腎孟炎 と堂々と診断
されるが私ははたしてこれで良いのだろうかと考えることがある.いつれにせ よ腎孟炎,腎
孟腎炎の急性,慢 性のを夫々感染発症か ら組織の変化の様相を追及 して明かとなるであろう
















か ら腎炎など内科的腎疾患 も一層のこと泌尿器科に含めては と考えられるが,泌 尿器科が外
科的を標榜 していることと反対にもなるのでどうかとも考えられる.これに類することはほ
かにもあるのである.
漢然としてはつきりしな く考えていたことを此の機会に述べさせて戴いたわけである.
